
今
年
も
全
国
一
斉
に
11
月
９
日
∫
か

ら
15
日
π
ま
で
の
一
週
間
『
秋
の
火
災

予
防
運
動
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
各
家
庭
で
の
火

気
の
使
用
も
多
く
な
り
空
気
も
乾
燥

し
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な

り
ま
す
。

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み

や
不
注
意
か
ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
お
出
か
け
前
や
お
休
み
前
に
は

火
の
元
を
必
ず
確
認
す
る
よ
う
心
掛

け
、
火
災
の
起
こ
ら
な
い
、
起
こ
さ
な

い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

『
火
を
つ
け
た

あ
な
た
の
責
任
　
最
後
ま
で
』

Œ
白
石
消
防
署
　
@
２
５
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２
２
５
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今
年
に
入
り
、
県
内
で
の
交
通
死

亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

宮
城
県
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
多

発
非
常
事
態
宣
言
を
し
、
県
民
に
事

故
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
も
、
悲
惨
な
事
故

が
な
い
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
交
通
ル
ー
ル

守
る
あ
な
た
が
　
守
ら
れ
る
』

Œ
生
活
環
境
課
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65
歳
以
上
の
方
は
、
全
員
が
介
護
保

険
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

年
金
か
ら
天
引
き
と
な
ら
ず
、
納
付

書
納
付
と
な
っ
て
い
た
方
に
は
、
先
月

納
付
書
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
年
金
か
ら
天
引
き
の
方
に
は
、

今
回
は
特
に
通
知
書
は
お
送
り
し
て
い

ま
せ
ん
。
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
に
お
送
り

し
ま
し
た
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
出
入
し
た

方
、
65
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
方
な
ど
は
、
保

険
料
額
に
変
更
が
生
じ

ま
す
の
で
、
そ
の
都
度

お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
訂
正
に
つ
い
て

９
月
に
お
届
け
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
は
じ
ま
り
ま
す
。
介
護
保
険
の
保
険

料
」
に
印
刷
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

３
ペ
ー
ジ
、
平
成
14
年
度
の
第
４
段

階
の
介
護
保
険
料
の
年
額
は
「
３
６
、

４
２
０
円
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

「
３
９
、
４
２
０
円
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Œ
税
務
課
介
護
保
険
料
係

@
２
２
―

１
３
１
３

税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間
中
、
広
く

国
民
の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

座
談
会
の
開
催
、
納
税
作
品
の
表
彰
式
、

租
税
教
室
な
ど
各
種
の
行
事
を
行
い
ま

す
。こ

の
機
会
に
、
あ
な
た
も
税
金
の
仕

組
み
や
使
い
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

Œ
大
河
原
税
務
署
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《
納
付
が
困
難
な
方
は

免
除
制
度
の
活
用
を
》

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

す
べ
て
の
国
民
が
加
入
し
、
世
代
間
扶

養
の
し
く
み
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

老
後
（
老
齢
基
礎
年
金
）
の
生
活
や
、

万
一
の
障
害
（
障
害
基
礎
年
金
）
・
死

亡
（
遺
族
基
礎
年
金
）
な
ど
、
不
測
の

事
故
の
際
に
受
け
ら
れ
、
生
活
の
安
定

を
図
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
社
会
保
険

制
度
で
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
は
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

将
来
確
実
に
や
っ
て
く
る
老
後
、
こ

れ
か
ら
で
も
決
し
て
遅
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
の
納
入
が
困
難
な
方

に
は
、
保
険
料
を
一
定
期
間
納
め
な
く

て
も
よ
い
制
度
（
免
除
）
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
受
給
資
格
期

間
・
年
金
額
に
も
一
部
反
映
さ
れ
ま

す
。

Œ
市
民
課
国
民
年
金
係

@
２
２
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介
護
保
険
料
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
し
た

11
月
９
日
〜
15
日
は
火
災
予
防
運
動
週
間

交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
中

〜
８
月
23
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
〜

国
民
年
金
か
ら

大
丈
夫
で
す
か
、
あ
な
た
の
老
後

11
月
11
日
〜
17
日
は

「
税
を
知
る
週
間
」で
す

●
受
付
日
時

11
月
８
日
π

10
時
〜
16
時

電
話
で
相
談
の
概
略
を
受
け
ま
す
。

●
回
答

３
日
以
内
に
歯
科
医
師
が
直

接
相
談
者
に
お
答
え
し
ま
す
。

※
テ
レ
ホ
ン
相
談
電
話
番
号

@
０
２
２
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６
６
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（
宮
城
県
保
険
医
協
会
内
）

歯
科
健
康
テ
レ
ホ
ン
相
談

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
デ
ー
」

Ｑ．

会
社
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
国

民
健
康
保
険
の
納
付
書
が

送
ら
れ
て
く
る
の
は
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か
？

Ａ．

ほ
か
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
を
抜
け
る
手

続
き
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
新

し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
か
ら
連
絡
は

き
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
で
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
14
日
以
内

に
世
帯
主
が
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。）

白
石
市
の
場
合
、
市
民
課
に
国
民
健

康
保
険
証
と
新
し
く
加
入
し
た
保
険
証

の
両
方
を
持
参
し
、
届
け
出
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

11
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
の

納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
郵
便
局
も
利
用
可
能
に

な
り
、
ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ
た
口

座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Œ
税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係
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労
働
省
で
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
雇
用
管
理
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ．
「
明
日
か
ら
来
な
く
て
よ
い
」と
言

わ
れ
た
が
…
。

Ａ．
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
い
え
ど
、

正
当
な
理
由
の
な
い
解
雇
は
で
き
ま
せ

ん
。
解
雇
す
る
場
合
で
も
、
少
な
く
と

も
30
日
前
に
予
告
す
る
か
、
そ
の
分
の

賃
金
（
予
告
手
当
）
を
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
指
針
、
労
働
基
準
法
第
20
条
）

『
パ
ー
ト
観

変
え
て
い
き
た
い
　
均
衡
処
遇
』

Œ
宮
城
労
働
局
雇
用
均
等
室
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Q&A
国保税
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11
月
１
日
〜
10
日
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間
で
す

労
働
者
10
名
未
満
の
商
業
・
保
健

衛
生
業
・
映
画
演
劇
業
・
接
客
娯
楽

業
の
１
週
間
の
法
定
労
働
時
間
は
、

平
成
13
年
４
月
１
日
よ
り
週
44
時
間

（
現
行
週
46
時
間
）
と
な
り
ま
す
。

（
１
日
の
法
定
労
働
時
間
は
８
時
間
で

変
わ
り
ま
せ
ん
。）

所
定
労
働
時
間
が
週
44
時
間
を
超

え
る
事
業
場
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
に
関
す
る
労
働
時
間

の
改
定
方
法
や
奨
励
金
に
関
す
る
こ

と
は
、
宮
城
労
働
局
監
督
課

（
@
０
２
２
―

２
９
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８
８
３
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）

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
様
へ

暴
力
団
員
が
民
事
問
題
に
介
入
し

て
困
っ
て
い
る
人
や
企
業
の
た
め
に
、

「
民
事
介
入
暴
力
相
談
所
」
を
開
設
し
、

無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す

の
で
、
暴
力
団
に
関
し
て
お
悩
み
や

お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
日
時

11
月
16
日
∫
11
時
〜
15
時

●
場
所

大
河
原
地
方
県
事
務
所

（
大
河
原
合
同
庁
舎
内
）

●
相
談
員

県
警
察
本
部
暴
力
団
対

策
課
担
当
官
、
暴
力
団
追
放
宮
城
県

民
会
議
相
談
委
員
ほ
か

Œ
県
民
会
議
事
務
局

@
０
２
２
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民
事
介
入
暴
力
相
談
所
開
設

白石郵便局から「ゆうゆう窓口」サービスアップ！
ゆうゆう窓口（時間外窓口）

が、次のとおりサービスアップ
しました。

Aすべての郵便物の引き受け。
B切手、はがき、印紙、ゆうパ

ック包装用品などの販売。

C不在のため郵便局でお預かり
していた郵便物の引き渡し。

Œ白石郵便局郵便課
@25-2743

ゆうゆう窓口
（時間外窓口）

郵便窓口

月～金曜日

8:00～ 9:00
19:00～20:00

9:00～19:00

土曜日

8:00～17:00

取り扱わない

日曜日・休日

9:00～12:30

取り扱わない

白
石
営
業
所
は
11
月
30
日
∫
を
も

っ
て
閉
店
い
た
し
ま
す
。
閉
店
後
の

各
種
ご
注
文
や
お
問
い
合
わ
せ
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
電
話
の
移
転
・
各
種
ご
注
文

局
番
な
し
の
「
１
１
６
」（
無
料
）

営
業
時
間
は
９
時
〜
17
時
（
土
・

日
・
祝
日
も
営
業
、年
末
始
は
休
業
）

●
電
話
料
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

０
１
２
０
―

０
３
２
２
７
７
（
無
料
）

営
業
時
間
は
９
時
〜
17
時

（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
始
は
休
業
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

白
石
営
業
所
か
ら


